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近年、Additive Manufacturing技術や自己組織化などの化学合成法を駆使して内部構造を

自在に設計し、付加的機能を備えた材料を開発する研究が注目されています。このよう

な人工材料をメタマテリアル（Metamaterials）と総称し、とりわけ力学特性を対象にし

た場合はメカニカルメタマテリアルと呼ばれます。本研究では、オリジナルの内部構造を考えて、大変形

に付随する新しい力学機能を具備したメカニカルメタマテリアルの開発を行っています。下図は本研究

成果の一例で、単軸引張りに対して構造全体が膨らむ負のポアソン比を示すセル状固体（骨組構造体）や、

収縮によって３次元形態を誘起する環状構造体を実際に作成し、実験と解析を組み合わせて、力学現象の

創発とその制御方法の確立に向けて研究を進めています。 

 

これまでの研究経験を活かして、実験やシミュレーションによる構造デバイスの設計開

発や大変形解析が可能です。また、本研究成果を応用することで、高比剛性・高比強度

のセル状固体（ハニカム材、フォーム材など）の開発や、3 次元構造解析モデルの構築

へ展開することも期待できます。課題内容によって「できること・できないこと」がありますが、他大学

の研究グループを紹介することも可能です。 
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